
■インド：ジャンムー・カシミール州、超大型ソーラー発電所の開発に合意 

2014年3月12日付の報道によると、ジャンムー・カシミール州政府は、同州のラダックに総出力 500

万kW、カルギルに同250万kWのソーラー発電所の建設計画について、中央政府の再生可能エネル

ギー省との間で合意に達し、覚書を結んだ。このような超大型のソーラー発電プロジェクトは「ソー

ラーUMPP（Ultra Mega Power Project）」と呼ばれ、先行事例として、ラジャスタン州サンバール

湖での総出力400万kWの太陽光発電プロジェクト（2020年までに運開予定）がある。 

 


